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2008 年  06 月  01 日  

熊野の旅 熊野の言葉 腹を立てちゃあいけないよ  

 言葉はかなり違っても、ここは関西圏に入ります。 
 大阪周辺同様に面と向かって人を馬鹿にする言葉を言います。 
 東京でも親しい友達間では『馬鹿だなあ』とか『馬っ鹿だなあ』という風に言いま

すが、大阪では『あほかー』『あほちゃうか？』『あほやなー』『あほんだら』『あほら

し・・・』『そんなあほなー』・・・とにかく『あほ』がものすごく 
好きらしく一杯使われます。商談の席でも一杯出てきますからね。 

  
 『あほ』は『阿呆』ですが、この辺ではこれよりも『疎い』の方をよく使うようで

す。漢字の字面では『阿呆』よりは『疎い』の方が少し優しいのかもしれませんが、

漢字でしゃべるのではなく、耳にはひらがなで聞こえてきますから、結構きつい言葉

に聞こえます。 

 
 『うっといにゃあ！』・・・・・・『馬鹿だなあ！』 
 『うっといさかーー』・・・・・・『馬鹿だからな』 
 『うといこと言うな！』・・・ 『馬鹿なこと言うなよ』 
 『うとさくはー』  ・・・・・・ 『馬鹿者！』 

  
 こうしたのを実によく使います。 
 まあ、大阪人より少ないらしく、バリエーションは少ないですね。 
 ひらがなでしゃべるので、よその人にはよく意味が分からなくて済むのでしょうが、

しゃべり方と雰囲気で褒めているのではない事は伝わりますし、ほぼ馬鹿にしている

だろうと言うことも伝わるでしょうね。 
 しかし、腹を立てちゃあいけません。 
 これは土地の言葉です。文化の一つです。 
 関西圏ではこうした言葉は日常に使われるのです。 

 
 などと言いつつ… 
 普段からこんな言葉が飛び交っている関西から東京に出ると… 
 あの、 『馬鹿』 と 『馬っ鹿じゃないの？』を言われると腹が立つのですね。 
 おっそろしくきつく聞こえるのも、ちょいとした文化の違いでしょうね。 

 
 大阪圏の女を嫁さんに貰ったら… 
 一週間ほどで… 
 『あほなことせんといて！』 
 『あほやなー』  位は言われます。 
 ついでに… 
 『きしょくわるーー』 
 『きしょくわりーこと せんといて！』 も言われます。 
 決して馬鹿にしているのでも、気味悪くて嫌っているのでもありませんからね。 



 ちゃんと顔色を読んでください。 
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2008 年  06 月  02 日  

熊野の旅 熊野の言葉 簡単で分かりにくい・・・  

 よく似た言葉で意味が違う・・・ 
 こいつが一番始末の悪い物でしょうね。 
 お互いに意味が通じたと思っているのに、結果が全く違うので・・・ 
 『なんで？？？』 
 「云われたとおりにしたじゃんか！」 …と言うことになるのです。 

 
 『その本どうしたん？』 
 「かってきた・・・」 
 『どこで？』 
 「駅前の本屋で・・・」 
 『あほか・・・あそこは貸し本屋じゃないぞぅ！ ちゃんと銭はろてこい！』 
 「・・・・・？」 
 と、云う風に、『かって』は関東風では『買って』なのですが、ここでは『借りて』

が縮まった物なのです。 
 同じように「入手する」動作を表すので取り違えが起きるのです。 
 しかし、この使い方も、こちらの方が薄れて来ていますね。段々、標準化されてい

ますからね。 

 



 この辺の会話でよく出てくるものですが。簡単なのに意味が分からない物… 

 
 『どしたんなら、その格好は？』 
 「なに？」 
 『そんな、ふうわりぃもの着んなよ！』 
 「どこがふうわりぃんなら？」 
 『ピッチピチで破けそうじゃぎゃあ・・・みともない』 
 「知らんのかぁ！ これが格好ええんじゃわ！」 
 と、云うことなのですが・・・ 
 『ふうわりぃ』は『風悪い』で『みっともない』と言うことです。けっして『フウ

ワリ・フウワリ』ではありません。 
 けっこう色んな所で使われる言葉です。 
 私の家の兄嫁さんは東京下町の人なので、嫁いで来てしばらくは… 
 『なにがフワフワしてるんだろう？』と、不思議だったそうです。 
 漢字でしゃべれば誤解は起き無いのですがねえ・・・ 
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2008 年  06 月  03 日  

熊野の旅 熊野の言葉 人の呼び方  

 この辺の言葉が粗く聞こえる一つに、イントネーションもありますが、人の呼び方

にもあるのかもしれません。 
 いわゆる『呼び捨て』が結構多くなります。 
 男言葉の方では、割合と多かったものです。 
 同輩、後輩、目下など、居ない時はもちろん、面と向かっても呼び捨てにしていま



した。 
 子供でもそれにならって、『君』なんてあまり付けなかったものです。 
 今の子供は割合と『君』をつけますね。 
 丁寧になって、取っ組み合いの喧嘩もしなくなって…その割りに『いじめ』なんて

のが増えたようです。 
 呼び捨ては、一見きついようですが、呼び捨てに出来るほど親しみがあるというこ

とかもしれません。遠慮しなくてよいと言う事ですからね・ 

  
 呼び捨ての他には、こちらは優しく聞こえるのですが…『ちゃん』をつけるのが多

かったです。 
 ことに、木本町で多いのですが、子供の時に『ちゃん』が付いて、それが普及して

しまうと、死ぬまで『ちゃん』が付きます。 
 女の人はもちろん、男の人もそうなります。 
 名前をちょっとはしょって『ちゃん』が付くのです。 
 『昭一＝しょうちゃん』、『章二＝しょうちゃん』って風です。 
 当然、同じ呼び方が複数発生しますから、前に「屋号」や「苗字」をつけて呼びま

す。 
 木本で一番有名だったのは、もうお亡くなりになられましたが『かだすてのしょう

ちゃん』でしょうね。それこそ、一代そう呼ばれていましたね。『かだすて』も屋号

ですしね。 
 町中で『ちゃん』がついて呼ばれているということは、格式ばらない有名人と言う

ことでしょう。 
 格式ばる人には『さん』をつけますからね。その分、居ない所では呼び捨てにされ

ることが多かったようです。 

 
 山間部に行くと、『ちゃん』の代わりに… 
 男には 『あに』、『おじ』…女には『ねえさん』『よめ』などがくっ付きます。 
 これも、一生付いて廻りますから、先日無くなった実家の隣りのおじいちゃんも、

９０歳を越えるまで『かねやすのあに』でした。 
 同じように８０になっても『よめ』の付く人も居ます。 
 どう云う訳か、途中で『じじ』とか『ばば』に変わる人も居ます。 
 その理由はよく分かりません。 
 これらの変形には、『○○のにいさん』『○○のあにさん』なんてのがあり、『△△

のかか』や『△△のかあちゃん』てのもあります。 
 「かあちゃん」と言っても自分のお袋ではなく、それこそよその母ちゃんなのです

がね。 
 『あに』が付くのは長男坊が多いのは分かるのです。 
 私など次男になると、『じいのあに』で、三男は『さぶ』となりますからね。 
 我が家の親戚でも、『ごろ』『ごろ』と呼ばれていたおじさんが居て、それ以外の名

前を聞いたことが無かったので、何十年も本名だと思っていたらそうではなかった…

なんてのもあります。 

 



 この『あに』『おじ』『よめ』『かか』などをどう区別して付けるのかはよく分かり

ません。 
 若干、家の格とかも関係あるようですが・・・ 
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2008 年  06 月  04 日  

熊野の旅 熊野の言葉 物の名前  

 方言では大体においてイントネーションの違いと語尾に余分な物がくっ付くのと

で他所の人はそれに気をとられて、さっぱり分からなくことが多いものです。 
 だから、ゆっくり切ってしゃべってもらうと、大体の意味が分かるようになります。 
 いくらゆっくりしゃべってもらっても、実物を見せてもらうかどうかしないと理解

できないのが、その地方独特の物の呼び方でしょうね。 
 有名なのは大阪の『まむし』でしょうね。 
 この辺を含め、全国では『まむし』と言えば、あの怖い毒蛇の『マムシ』ですよね。

しかし、大阪では『鰻の蒲焼』になります。 
 この調子で、話が通じなくなるのはどこの地方にでもあると思います。 

 
 この辺では。その毒蛇のマムシを『ハンビ』と呼んでいます。咬む・・・はむ・・・

はむ蛇・・・はむび・・・ハンビなのでしょうかね。 
 他には 
 さんま・・・さいれ    最近は使わなくなってきました。 
 やまめ・・・あめのいお、あめのうお 
 高菜・・・ばしょば 
 駄菓子屋・・・一銭店   死語 
 蛙・・・びき 



 とのさま蛙・・・とちゃまビキ 
 ひきがえる・・・ごとビキ 
 ざざむし（川虫）・・・がろじ 
 河童・・・がぶろじ 
 川の淵・・・ドンボ 
 川にな（貝）・・・ごじな 
 医者・診療所・・・いしゃどの   死語 
 一杯あったはずですが、すっと浮かんでこないものですね。 

 
 日本中の方言で色々あるものの中に女性器の呼び方があります。 
 男の方は割りと単純・共通なのは、ちょいと隠してしゃべるとか言う配慮など無か

ったからでしょうか… 
 この辺での女の方の呼び方は…『べべ』『ちょぼ』などでした。 
 この単語は標準的な意味では他の使い方で出てきますね。 
 金魚の歌でも…赤いべべ着た かわいい金魚 なんて出てきますね。 
 ここで育つと、どうもこの歌とか、「おべべ着ましょうね…」なんて幼児言葉が少

し恥ずかしく聞こえます。 
 古事記式に言うと…ナリナリテ ナリナラザルトコロ とか言うのですね。 
 こんなのって他の地方でもあるはずですが、段々消えてゆくのでしょうね。 
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2008 年  06 月  05 日  

熊野の旅 月例 熊野市報 統計  

 今月も『広報くまの』が来たよってに、それからちょこっとだけ抜粋して書いてみ

るの・・・ 
 毎月のことじゃけど、あんまり明るいことは載って無いのし。 
 人口動態のほうは、ものすごう人が増えたことになっとるぜ。 
 まあ、毎年、この月くらいにゃ増えるんじゃけどの… 
 ここにゃあ『高専』があるよってに、他所の子も来て籍を移すさかのう… 
 三月頃には卒業生の分だけ減るさか、数のうちには入らんのじゃけどのし。 

 
  お誕生       8 
  おくやみ     12      ４月１１日～５月１０日 

 
  今月は５０代の方が三人も入っていました。全国的にみても若すぎる人ですし、

ここでは本当に若い衆なんですが・・・ 

 
 人の動き 
    人口    20.906  （+111） 
     男     ９．７４９  （+114） 
     女    11.157    （-3） 
    世帯数  10.192   （+131） 
 女が減って男が増えているのですが… 
 これが、高専ではなく職場が出来て男が増えたのなら、何年かすれば嫁さんを貰う

ので女も増え、子供が出来て「お誕生」の方の数字も少しは増えるのですがねえ… 
 高専の生徒は他の県立の木本高校や紀南高校と同じように、卒業生のほとんど全部

が他所に行きますからね。入れ替わるだけです。 

 
 今月号の市報の中で目を引いたのは、『紀和Ｂ＆Ｇ海洋センター』のプールが温水

化したニュースでした。 
 この施設、知る人ぞ知る、『笹川良一』ドンが全国に作って廻ったものの一つです。 
 競艇の収益金から出ているのだそうですが… 
 ここのは、もう随分古くなっています。 
 大きな室内プールなのですが、北山川の伏流水を使ってきましたから、夏でももの

すごく冷たかったのです。 
 子供が小さかった頃、何回か行きましたが、大人だと入る気がしなかったものです。 
 このプールに温泉のお湯を引き込んだようです。 
 『源泉掛け流し』と書いてあります。 
 どれくらいの水温になるのでしょうね。放熱面積が大きいのでちょうど良いくらい

に冷めるのでしょうかね。 
 それと。大きなプールに混ぜ物なしで温泉を入れるのかどうか…偽装にならないか

心配な話です。 
 利用については 



  （月）・・・・・・休み（国民の祝日にあたるときはその翌日） 
  （火～金）・・・・・・１３時～１７時 
  （土）・・・・・・１０時～２０時 
  （日・祝日）・・・１０時～１７時 
  夏休み期間は１０時～１７時 （土曜日は１０時～２０時） 

 
             市内居住者    市街居住者 
   高校生以上    300         500 
   中学生以下    100         200 
 だそうです。 
 この『祝日』には「国民の祝日に関する法律」に規定された振り替えなどによる『休

日』も含まれる物と思います。 
 子供づれでこちらに来られた時には一度覗いてみてください。紀和町の目抜き通り

にありますから・・・  
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2008 年  06 月  06 日  

熊野の旅 熊野市報より・・・こんなのも・・・  

 引き続き公報熊野から拾って見ます。 
 『寝具の洗濯・乾燥・消毒サービスを行います』 と言うのが載っています。 
 折から『つゆり』の時期ですから、人によってはありがたいことでしょうね。 
 対象は市内に居住するおおむね６５歳以上の一人暮らしの高齢者で、老衰、心身の

障害、傷病等の理由により寝具の衛生管理が困難な人…だそうです。 
 利用料金 一回６３０円 
 募集人員  先着３０人 
 申込期限  ６月２７日    とあります。 
 独居老人に対する行政のサービスなのでしょうね。 



 こうした施策と言う物は肝心な対象者に中々知ってもらえないことが多いのです

が、この対象者であれば『介護』の対象にもなっているでしょうから、応募が無かっ

たなんてことは無いでしょうね。 
 ６５歳以上が 30％居るのですから、対象者も結構居るのでしょう。 
 対象の基準に『無精者で…』と言うのを入れてくれれば、私も入れないことは無い

でしょうが、それ以外はありがたいことに基準に入りません。 
 ？？？・・・少々心の方に障害があるので皮肉れたようなことを書くのかもしれま

せんね。 

 
 『自主運行バスに入鹿小学校前のバス停を新設』…というのがあります。 
 超過疎地で私鉄の三重交通バスの運行打ち切り通告が相次ぎました。 
 最初は運行補助と言う形で運行の続行をしてもらっていたのですが、それでも打ち

切りになるので、今は一部の路線を『熊野市自主運行バス』と言う形で走っています。 
 三重交通に運行委託していますから、見たところは他の三重交通の路線と変わりは

ありません。 
 自主運行になってからは、木本高等学校の通学や熊野古道のアクセスを考慮した経

路になったので、少しは使いよくはなりました。 
 それでも、沿線住民の絶対数が少ないので乗客はまばらです。 
 入鹿とは紀和町地区になり、見込み乗客の大元になる地域の中です。 
 奈良交通などを含め、田舎の路線バスは、民家の少ない地域に入ると、どこでも乗

降出来るようにしてあるものが多いです。 
 カーブが多いし、狭い所もありますが、紀和地区内がフリー乗降になっていないの

が少し不思議なくらいですね。 
 先を急ぐほど乗客も居ないし・・・足が結構不自由なお年よりも多いでしょうにね。 
 まあ、バス停くらいまでは歩いてもらって、足腰の鍛錬をしてもらい、要介護にな

るのを防ぐありがたい心遣いかもしれません。 
 写真は入鹿の『入鹿八幡宮』です。 

 

Tags:熊野市 紀和町 モノクロ      by je2luz | 2008-06-06 11:57 



2008 年  06 月  07 日  

熊野の旅 今日は・・・  

 今朝は、ものすご早よう起きたんじゃけど・・・ 
 早過ぎたんで、二度寝してしもたんじゃわ。 
 今度は寝すぎて、かいだりぃわ・・・ 
 天気ももうひとつじゃしにゃぁ・・・ 
 なんど、書かんならんと思うんじゃけど、浮かんで来んわ。 
 弱ったもんじゃにゃぁ。 

 
 もう、昼じゃぎゃぁ！ 
 あかんわ・・・ 
 いくら考えても書くこと浮かんでこんわ。 
 今日は写真だけ貼っとくさか、じょけんしての。 
 わざわざ覗きに来てもろたのに、すまんのし・・・ 
 かんにんやで・・・ 

 
 と、言うことで・・・ 
 休稿です。 
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2008 年  06 月  08 日  

熊野の旅 大又川の春 まいうぐい  

 熊野川の支流、『大又川』は清流・急流です。 
 源流からの距離も短く、人家・農地ともに少ないのですから当然清流になります。 
 それでも、昭和 30 年代後半頃から、井戸が電動ポンプになり、さらに合成樹脂の

パイプが普及して谷から水を引いてくる自家用水道が普及し始めると一気に汚染が

進みましたね。最終的には行政による簡易水道の敷設により負荷の増大がピークに達

したのです。 
 熊野市に限らず日本全国、下水道を作らないで上水道・簡易水道を普及させたので

同じような状態になり、日本中の川を壊して行ったのです。 
 ひしゃくで汲んで物を洗い、洗濯もたらいだった頃の排水はほんの少しでしたから、

農地や庭にまいて処理できたのですが、蛇口をひねると無限に出る水を手に入れると、

端末の処理も、パイプによって敷地外に出すしかありません。 
 そうした水を田圃に入れればかなり浄化分解されるのですが、中性洗剤の普及以降

はそんな恐ろしい水の入った田圃の米を食うわけにも行かず、どんどんパイプを伸ば

して用水路や川に直接排出するようになってしまいました。 
 折から、山間部などは過疎化が進み、人口は半減していったのに、川だけが死んで

ゆく…おかしな話になったわけです。 
 そんな中では、降雨量も多く、水切れを起こさない大又川は流域人口の少なさなど

もあって、川が死ぬまでは行かず、昔より汚れただけになりました。 

 
 大又川の魚は少なくなり型も小さくなりました。 
 放流をする「あゆ」はそれなりに居ますが、在来魚の「はい」や「うぐい」が減っ

ています。 
 それでも、釣る気になれば「いくらでも釣れる…」位は居ますがね。 
 昔は、桜が咲く頃だと思いますが、『まいウグイ』と言うのがありました。 
 多分、今でも見られるのでしょうが、『ウグイ』が産卵のために集まって、大きな

塊となってぐるぐる廻るのです。 
 背中の黒い魚ですから、川の中に 2ｍくらいの真っ黒い円が出来、何百匹と言うウ

グイがぐるぐる廻るものです。 
 お腹は婚姻色で真っ赤になっています。 
 この群れを、イカ釣りのテンヤのような仕掛けで引っ掛け釣りする漁法もあったも

のです。 
 限られた日に、ほんの短時間だけそうした現象が起きるのですから、簡単には見ら

れません。その頃になると毎日川を眺めている人が居た物です。 
 『投網』（とあみ）でやれば『一網打尽』ですが、基本的にはそれはやらないで引

っ掛け釣りでやっていたのは、資源保護だったのでしょうね。 
 今はそちらに住んでいませんから、『まいウグイ』を見ることもありません。 
 多分、今年も舞っていたのでしょうね。 
 数が少なく、小さなウグイがこじんまりと… 
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2008 年  06 月  09 日  

熊野の旅 熊野の行事で消えた物  

 時代の変化で、色んな行事が出来たり消えたりします。 
 近年新しく出来てくる物は『イベント』といわれる物ですね。 
 何だか、タイトルは変わってもやっていることはほとんど一緒と言うものが多いよ

うです。趣旨も、地域振興、物産振興、観光宣伝など結構予算の付きよいようなもの

になっています。 
 人口の少ない熊野などになると、当日狩り出されて会場で駆け回るのは、どのイベ

ントも良く似たメンバー、出店でなれぬ手つきでイカなどを焼いているのもいつもの

メンバー…と、言った具合です。 

 
 いつの間にか姿を消した行事に、『さなぶりの運動会』と言うのがあります。 
 これは各地区の小学校で行われていた小運動会です。 
 運動会と言うと、今でも山間部や海岸線の小学校では地域ぐるみのプログラムが組

まれますが、昔の『さなぶりの運動会』はもっと地域密着でした。 
 そもそも、『さなぶり』とは田植えが終わったあとの行事として結構各地でいろん

なことが行われていた物です。 
 それが、地域の学校と結びついて出来たのが『さなぶりの運動会』だったのかと思

います。 



 青年団の地域対抗リレー、婦人会の踊り、一般飛び入りのスプーン競争・パン喰い

競争・ムカデ競争…一杯大人のプログラムがあり、一杯商品が出ました。運動会の前

には寄付集めもありました。 

 
 この『さなぶりの運動会』は雨ばっかりでした。 
 当たり前でしょう… 
 いまより、田植えが遅く、梅雨のさなかに終わるのですから、運動会も梅雨のさな

かになります。 
 うまく行けば梅雨の中休みになりますが、晴れても運動場は濡れていてやたらと滑

るし…オガクズなどをまいて強行した物です。 
 そんな条件でも、校区内総出で参加しますから、広くない運動場は人であふれまし

た。 
 地域対抗リレーは大人の部、子供の部とありましたが、一月ほど前から選手は練習

し、当日は殺気立っていた物です。 

 
 こんな行事も、今はやれと言っても出来ませんね。 
 本来の小学校の運動会でも維持できなくなってきているのですからね。 
 一学年数名では… 
 一般の部も、青年団のリレーどころではありません。老齢化指数が 40％を越して

きて、『昔青年』『旧婦人』しか居ないのですからね。 
 小学校の普通の運動会の中に少し一般参加を組み入れて、普通の運動会としてやっ

ているようです。 

 

 宗教的行事としては、田の水口に榊を立て、家の前の『門田』に杭を打って『煮し

め』のような物を供えたりしていましたね。 
 これは、田植えが終わって『秋まで無事に成長してよい実りを授けてください』と

言う、百姓本来の祈りだったのだと思います。 



 この時期に、もっと目立つ民間信仰的な行事のあるところもありますが、私の育っ

た地域ではありませんでしたね。 
 校舎が木造だった頃は賑やかだったのですかねえ・・・ 
 箱ばっかり立派になって・・・ 
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2008 年  06 月  10 日  

熊野の旅 食べなくなった物 きゅうりの煮物  

 夏の食材として代表的な物に『きゅうり』があります。 
 しかし、この『きゅうり』と言うものを日本人が食べるようになったのは随分新し

いらしいですね。 
 古くは『瓜』を食べていたようです。 
 『きゅうり』は苦いので食べなかったのが、江戸時代くらいに苦く無いのが出来た

のか入ってきたのかで食べるようになったらしいですね。 
 今の品種は、どれを採っても『苦い』なんて無いですね。 
 少し前までは、料理の方で、『きゅうりのヘタを切ったら、切れ端で切り口をこす

って苦味を抜きましょう』なんておまじないが言われているくらいでしたからね。 

 
 今、作られているのは緑色のキュウリがほとんどですが、半世紀ほど前ですと、キ

ュウリのお尻は白い物でした。今で言う『半白キュウリ』が主力だったのです。 
 緑のより苦味が少なかったのと、昔の食生活にはこちらの方が向いていたからでし

ょう。 
 今は、キュウリと言えば『サラダの一員』として食卓に登ることが多いですが、昔

は『糠味噌漬け』や『胡瓜モミ』『ナマス』として登場した物です。 
 この食べ方に関しては、緑色の若いキュウリより半白キュウリのほうが『シャキッ

と感』が残されておいしいのです。 
 最近は『半白キュウリ』も見直されて、売り場の片隅に並ぶことがあるようになっ

ていますね。 
 流行らなくなって、種売り場でもほとんど見かけない頃から私はこの『半白キュウ

リ』を作り続けています。 
 これをおすそ分けするとお年よりは懐かしがって喜んでくれます。 

 
 この『半白キュウリ』は緑のより少し大きめになってから収穫します。胡瓜モミな

どでは皮をむいて中の種をこそげ取ってから刻む方がおいしいくらいです。 
 塩もみしてもシナシナになってしまわないからです。 

 
 私は嫌いだったのですが…このキュウリをもっともっと大きくして、黄色くなりか



けた頃収穫して煮物にして食べる習慣もありました。 
 冬瓜とも少し違う食感です。瓜とも違います。 
 この、『キュウリの炊いたの』はもう食べる人は居なくなっていますね。 
 大きな化け物キュウリは手に入らなくなっていますし、栽培する人でも食べないよ

うですからね。 
 つまりは…『おいしくなかった』のでしょうね。 
 戦中・戦後など食糧難の頃、二三日長く成らせて置けば巨大化するキュウリをなる

べく腹の足しにするためにそうしたのかもしれません。 

 
 そんなにするのなら、『冬瓜』を食べれば良さそうな物なのに、この辺では『冬瓜』

は食べませんし栽培もしません。 
 なぜなのでしょうね？ 
 京料理のように上品な煮物を作らない（作れない）ので合わなかったのでしょうか

ね？ 
 私はこの何年か『冬瓜』も栽培していますが、これのお裾分けには苦労します。 
 食べる習慣が無いので、料理法から教えないといけません。 
 果ては…『炊いてきてくれたら食べてみるけどのう…』などといわれます。 
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2008 年  06 月  11 日  

熊野の旅 食べなくなった物 きゅうりの煮物  

 日本列島は地形が複雑でその分方言や訛りが増えたようです。 
 いつも言いますようにこの熊野・紀州・吉野は平野も無く、川沿いでも上流と下流

の交流が出来ないようなところですから、訛りは細切れになっています。 
 その中では海岸線は海と言うものを通じて、そこそこの交流もあったし、漂流して

違う土地に流れ着いたりしたからでしょうか、不思議と同じ食生活や訛りが共通な時

があります。 
 地名で有名なのは、ここ紀州の地名と房総半島の地名が同じだと言うことですね。 
 地名まで同じになるのですから、当然、訛りに共通性があってもおかしくないわけ

です。 

 
 細かいことは民俗学者でも言語学者でも無いので分かりませんが、西日本の海岸線

沿いに多い共通の訛りと言う物があります。 
 江戸っ子は『ひ』が発音できず、前に子音の（S）がくっ付いて『し』になってし

まいます。火箸が『しばし』になっちゃいますからね。 
 海岸沿い、黒潮に流されて広がったのかどうかは知りませんが、海沿い、漁師町の

人は、『さ行』がうまく発音できません。 
 この人たちは『さ行』の音の間に（H）が挟まってしまいます。 
 江戸っ子はは行に（S）がくっ付くし、漁師はさ行に（H）がくっ付きます。 

 
 先生は 『しぇんしぇい』 になります。 
 参詣道は『しゃんけいみち』 と言うことです。 

 
 この『しゃ・し・しゅ・しぇ・しょ』の訛りは、海岸沿いの漁師町に割りと共通す

る訛りです。 
 その割りに、使う単語はまるで違いますね。 
 なぜでしょうね。 
 一番なじみのあるはずの『魚の名前』など『七浦あれば七つの名前』と言うほど呼

び方が違っていました。 
 最近は、市場に出すこともあるし、言葉や単語の共通化・均質化の流れで古来の呼

び名が忘れられていっているようです。 
 この辺でも、本来は『さいれ』のはずの魚が、今では『さんま』になってしまいま

した。 
 それとともに、一般家庭で『さいれの寿司』を作ることも無くなってきました。 
 そして、『寿司』と言えば、『江戸前の握り』になっていますね。 
 時代でしょう・・・ 
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2008 年  06 月  12 日  

熊野の旅 熊野へのたび 熊野からのたび  

 熊野古道が世界遺産になり、お役所とマスコミは一大観光地の出現とばかりにはし

ゃぎましたが、現実は、昔の国内旅行華やかなりし頃にすら戻れませんでした。 

 
 昔は日本中不便でした。 
 『旅』は近代になって鉄道が敷かれてからも、のんびりと車窓から景色を眺めなが

らまだ見ぬ土地へ向かった物です。 
 それこそ、『噂には聞いたことはあるけど…』とか『絵葉書では見たことがあるけ

ど…』と言う土地に行く楽しみがありました。 
 いまでは、行ったことの無い土地でも、景色や食べ物、名物まで何となく知ってい

るような気になるほど色んなメディアで報じられています。 
 その結果、特別目新しい所もあまり無くなってきたのです。 
 さらに、やたらとせっかちになってしまった旅人は、『道中』を楽しむことも減っ

たようです。 
 汽車の窓から駅弁かって…なんて無いのですからね。 
 大体、４時間も汽車に乗っているなんて少なくなったのですから駅弁を食べなくて



もね。 

 
 ここ紀伊半島は決して交通の便がいいわけではありません。 
 有名な知事さんが嘆いている宮崎県よりもっと不便なくらいですからね。 
 国内旅行でも飛行機を使いたがる人にすれば、宮崎のほうが便利なのではないでし

ょうか？ 
 鳴り物入りで出来た、『関西空港』『セントレア』ともに地の果てにあります。飛行

場に着くまでに半日かかります。当然、リムジンなんて物は人の居ない田舎から走っ

ているはずもありません。 
 一番近い『白浜空港』まででも家から 110Km です。３時間ですね。それだけ掛け

ていって行き先は東京だけ…チェックインからフライトなどで２時間以上かかりま

すから、何だかんだで６時間無いと東京都心には着かないってことです。それなら、

汽車の方が… 

 
 『熊野古道を歩いてみたい』と言う方も結構居られるようですが、実際にか御輿を

上げられないのは、先に書いたように来なくてもある程度分かるってこともあるでし

ょうし、この交通事情もあるでしょう。 
 さらには…『熊野古道にしかない物』って本当にあるのかどうか？？？ 
 せっかちな旅人には『神々の里』なんて感じる暇も無いでしょう。 
 神だ仏だと言うなら、奈良・京都の方が手っ取り早く具体的に目に見える仏や神が

居られます。 
 山なら日本中山だらけです。 
 『目張り』『サンマ寿司』なんてのは来たついでとか、物産展で見かけたら食べて

見る程度の貧乏人の食い物です。『越前蟹』や『米沢牛』のように、食うために金を

かけて出かけるほどのものではないです。 
 来いと言うのもしんどい話ですが… 
 ここから、旅に出るのも大変なのですよ。 
 何しろ。下界に面した出口までがねえ… 

 



 この頃の旅はのんびりしていたのですがねえ… 
 １９６０年ごろの記載本線（紀勢西線）湯川駅です。 
 機関車は C56232 のプレートがあります。 
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2008 年  06 月  13 日  

熊野の旅 熊野と飛行場  

 先に書きましたように、熊野から飛行場までは近い白浜で 110Km ほどですし、国

際空港の関西空港やセントレアだと 200Km ほどです。もう一つ、津の横に飛行場が

あるのですが、これは戦前からの基地で今も自衛隊の物で小さな物です。 
 こうした飛行場の無い所では、今から 20 年余り前に各地で『飛行場計画』が練ら

れました。 
 『地方空港』『コミューター空港』なんてのです。果ては『農道空港』なんてのを

作ったところが山陰にありますね。 
 見込み客があろうと無かろうとお構いなしです。 
 これは高速道路の計画などとおんなじで、金さえ払えば『作るため』の計画書をコ

ンサルタント会社が書いてくれます。 
 なぜ、そんな絵空事、でっち上げが丸見えの数字や計画書が通るかって？ 
 そりゃあ…日本は天孫民族ですから、ご先祖さんを見習って、天から降りて来た役

人と政を行う人の絡んだ会社の作る金表紙つきの企画書を大切にするのです。 
 昨日ですか亡くなられた映画評論家の方なら… 
 『いやーー 役人ってすごいですねえ・・・』と言うでしょうね。 

 
 まあ、そんなことは置いておいて… 
 この辺でも、『コミューター空港』の計画が持ち上がってきていました。 
 山が険しく簡単には削れない、海も荒くて埋められない・・・もちろん、空いた平

地など無い・・・ 
 太古の時代から大きな国も出来ないほどの所ですから、土地が狭いわけです。当然

人も居ないですし… 
 そんな中で探し出したのが、紀宝町の裏山を削って埋めて…まあ、秋田空港の小型

のような物でした。地形的には常に横風… 
 もう一つは、大きな鉄の箱を並べて浮かべ連結式の航空母艦の化け物を作ろうとい

うものです。これは国際空港の計画でも何回か浮上した物ですね。この熊野灘でも耐

えられると、メーカーは言ったそうですがねえ… 
 こうした計画もうまく頓挫して無駄金の垂れ流しをしなくて済みました。それまで

の陳情だとか基礎調査には隠れ予算が消えましたが、作るよりは傷は浅いです。 

 
 採算だとか言わなければ、飛行場もあったほうがよいでしょう。 



 地域人口 10 万人…一つの団地並なんです。乗る人は居ないでしょう。 
 紀伊半島唯一つの南紀白浜空港でさえ全く採算が合わず、東京便しか飛んで居ませ

んからね。 
 東京の人も、白浜便を無くすと言えば、『不便になるでしょう』と言うでしょうが、

一生のうちに一度でも乗る気がありますか？ 
 それ式で各地に使わない飛行場、車の無い高速道路、年に数回しか使わない会館や

競技場がゴロゴロ出来たわけです。 

  
 ここは外界との行き来には少し時間が掛かります。 
 それでも、今は寝ている間に池袋に着くようになっています。一万円でお釣が来ま

す。 
 それで十分なのでは？？？ 
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2008 年  06 月  14 日  

熊野の旅 東北では又地震ですね  

 岩手県と宮城県では大きな地震が揺ったようですね。 
 しっかりしていると心の底から思っている地面が揺れるので、ものすごく恐ろしく

感じますね。 
 台風は大きくても、何日も前から分かっているし、近づいてからでも、半日とかの

余裕があっての話です。 
 緊急地震速報なんてのも出来ましたが、これが出てもほんの数秒前とかの話です。 
 もう一つの予想となると、１０年２０年３０年…更に％の話になって、心の準備に

はつながりませんね。 
 ここの沖には『東南海地震』の震源になる断層が走っているので、いつ大地震があ



ってもおかしくないわけです。 
 二年程前には結構大きく、長く揺れた地震がありましたが、無事に済んでいます。 
 そして、津波も起きないで済みました。 
 紀伊半島でも、内陸型地震はよく起きていますが、小さなのばかりで、大型は海の

中とされています。 
 だから、前回の『南海・東南海大地震』でも、被害は津波のものの方が大きかった

のです。 
 東北の場合は沖合いと内陸の両方に大きな地震の震源があるようですね。 
 おまけに、ほんのひと月前に人類史上最大級とまで言われる『四川大地震』の報道

に接したばかりですから、岩手や宮城の人の感じた恐怖は通常以上だったでしょうね。 
 今のところ、まだ、具体的な被害が報じられていませんが、このまま収まってくれ

れば良いのですが・・・ 
 やはり犠牲になられた方が居られるようです。お気の毒なことです。 

 
 災害時のアクセス手段としては、空が一番早いです。次には陸路になりますが、こ

ちらは結構ずたずたになることが多いです。 
 昔なら、大量輸送の手段として期待された鉄道も今では貨物用の車両もほとんど無

くなっていますね。 
 それに、損害を受けたときにも昔のように保線区の職員が人海戦術で復旧させるな

んて最早出来ませんね。 
 大動脈が動脈硬化を起こしているようです。 
 でも、紀勢線はかろうじて廃線を免れていますから、使いようによっては災害時に

も役立つかもしれませんね。 
 ただ…期待する向きはすくないようですが・・・ 
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2008 年  06 月  15 日  

熊野の旅 熊野の地名  

 熊野は『神々の里』と言いますが、こういう風に公式の場でも言うようになったの

は２０年ほど前です。 
 熊野市の観光振興についてのビジョンを作成するに当たって、コンサルタント会社

も入って検討したことがあります。そして、その時に出来たキャッチフレーズの中に

『神々の里』というのがありました。さらに、『幽玄』と言うのもありましたね。 

 
 前にも書きましたが、『熊野』は能のほうでは『ゆや』とよみますね。 
 「熊」と言う地は「ゆう」と詠みますからね。 
 『熊野』＝ゆうや＝『幽野』らしいです。この『幽』は幽霊のイメージではなく幽

玄の方ですね。元は同じでしょうが・・・ 
 こうしたことから『熊野信仰』が生まれたのか、『熊野信仰』からこうした言葉が

生まれたのか・・・ 

 
 神々の里の方は、どうしてこんなに『神』の字がすきなのか？ 
 神川町神上（こうのうえ）、神山（こうのやま）、神木（こうのぎ）、神志山（こう

しやま）などがひしめいています。 
 大きな神社があるでなし、それらしき御神体的な岩や山があるでなし・・・普通の

村・大字の名前になっています。 
 由来を調べたことは無いのですが、何か神に係わり合いがあるのでしょうね。 
 しかし、これらの土地は神志山を除き、今の「熊野古道」沿いにはありません。そ

して、全部が熊野の霊場とも離れています。 

  
 霊場から離れているのに。『神々の里』を名乗るのも少々ずうずうしいのですが、

もともと熊野の地の端っこが『熊野市』を名乗ったくらいなのですから、キャッチフ

レーズでそれくらいの物を使っても『バチ』も当たらないでしょう。 

 
 そうそう、『神』はやたらと起こったりするようですが、『仏』の方はそうでも無い

でしょう。 
 お経の方でも『衆生をして 救わしめんがために 出現したまう』なんてあったよ

うに思います。 
 『神』の方もそんなに怖いものでは無いでしょう。 
 しかし、神道の方の人の話を聞くと、なんでそんな神様がありがたいのか分かりま

せんね。 
 能書きや由来を抜きにして、『八百万の神』ひっくるめて『森羅万象』すべてを『神』

と見れば崇拝するべき物ですが・・・ 
 『熊野信仰』なんてそんなものだと思うのですがね・・・ 
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2008 年  06 月  16 日  

熊野の旅 熊野の言葉 災害  

 東北の地震は直下型の地震の恐ろしさを目の当たりのするようです。 
 人間に力ではどうしようもない地球のエネルギーですね。 
 お亡くなりになられた方々や被災者の方々は本当にお気の毒なことです。 
 中国の地震は揺れ具合となれば、あれの１０倍とかにはなったのでしょうね。 

  
 今度の地震は両方とも震源域が山間部になったので、大規模な山腹崩壊おきていま

す。 
 一般には山腹が崩れるのを、『崖崩れ』とか言いますね。 
 大体において、豪雨や地震などで山が崩れる時でも、崖のような部分が崩れ落ちる

ことが多いです。 
 この辺では大規模な物を、『山抜け』と呼びます。 
 今回の物はまさに『山抜け』ですね。 
 土台の岩盤を残して土の部分全体がそっくり滑ってしまい、山自体が崩れたように

なった物があるようです。 
 急峻な紀州の山も歴史上は大きな『山抜け』と言うような災害が幾度と無く起きて

きたものと思われます。 
 地形的には、そうした『山抜け』の跡のようなところが一杯ありますが、近年では

吉野領内で少しあった程度で済んでいます。 

 
 もう一つ、『土石流』と言うのが二次的に発生して被害を大きくしていますが、こ

れをこの辺では『まくれ水』と言います。 



 これも、この辺りの川は『川』というより『谷』といった物が多いので、『山抜け』

などおきようものなら、川がせき止められ、限界を超えると土石流となって下流を襲

う危険性が大きいからでしょう。 
 私が子供の頃は一年を通して遊び場は『大又川』でした。 
 そして、爺さんたちに言われたのは… 

 
 『上（かみ）の方で雨が降って水がちょっとでも増えたり、つめとうなったらすぐ

に上がれよ』 
 『地震ら揺ってその後で水が引いたらすぐに上まで逃げよよ』 
 と言うことです。 
 つまり、『まくれ水』が来るかもしれないってことです。 

 
 しかし、こうした言葉も段々使わなくなって来ています。そして、こうした教えも

伝えられなくなっているようです。 
 百年に一度あるか無いかも分からない教えですが、大切な物ではないかと思うので

すがねえ… 
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